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報告資料１



平成４年に創設！

生産緑地の指定を受けた場合のメリット

・固定資産税が軽減される

・相続税・贈与税の納税猶予が受けられる

生産緑地の指定を受けた場合の行為制限

・30年間農地として維持管理する義務を負う

・開発行為等の土地利用制限を受ける

条件

生産緑地地区とは定義

生産緑地とは、良好な都市環境の形成を図るため、市街化区域内の農地

の緑地としての機能を活かし、計画的に農地を保全していこうとする制度

しかし

①３０年経過すると、
固定資産税等税等の税
制優遇の期間が終了！

②30年経過すると、
いつでも農地以外に
転用可能！

令和６年度 特定生産緑地の指定について 【報告案件】報告資料１
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定義 特定生産緑地制度（H29創設）

生産緑地地区の指定から３０年の基準日が近く到

来する地区のうち、その先においても緑地保全を確

実に行うことが良好な都市環境の形成を図る上で特

に有効であると認められるものを『特定生産緑地』

として、市町村が指定できる制度

①３０年経過すると、
固定資産税等税等の税
制優遇の期間が終了！

②30年経過すると、
いつでも農地以外に
転用可能！

そ
こ
で

●営農義務あり

●税制優遇あり！

●土地利用の制限あり

特定生産緑地の

指定を受ける

指定より

30年経過

特定生産緑地の

指定を受けない

●重ねて指定

●地区の指定は、
自動的に外れない

●営農義務あり（農地の場合）

●税制優遇なし！

●いつでも農地転用可

市に買取り申し出、

あっせん後、転用

10年間引き延ばし！

令和６年度 特定生産緑地の指定について 【報告案件】報告資料１
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【凡例】特定生産緑地の状況定義

●生産緑地地区の指定から
30年経過していない箇所

or
●特定生産緑地の指定を
見送った箇所

●特定生産緑地に既に
指定している箇所

●今年度に特定生産緑地の
指定を行う箇所
(平成６年に生産緑地に指定し、

30年経過目前)

【令和6年度の追加箇所】
1.山ノ井－③
2.法善寺4－⑨
3.高井田－②
4.国分東条町－⑰
5.国分市場１－⑥
6.国分市場２－⑭
7.円明町－⑫
8.旭ヶ丘２－③

計８地区
※これらは、３０年前

の平成６年に指定した

生産緑地

令和６年度 特定生産緑地の指定について 【報告案件】報告資料１
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柏原地区全体図

No.1

令和６年度 特定生産緑地の指定について 【報告案件】報告資料１

No.２
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国分地区全体図

令和６年度 特定生産緑地の指定について 【報告案件】報告資料１

No.３

No.６

No.４

No.５

No.８

No.７
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

地区名称：山ノ井-③No.1

生産緑地地区の指定面積

全体：０.１０ ha    

【報告案件】報告資料１

特定生産緑地の指定面積

昨年度までの指定面積 ：0.００ha

+ 今年度の指定面積：0.１0ha
計 0.１０ha

内

（指定率100％）
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

地区名称：法善寺４-⑨No.２

生産緑地地区の指定面積

全体：０.２０ ha    

【報告案件】報告資料１

特定生産緑地の指定面積

昨年度までの指定面積 ：0.１７ha

+ 今年度の指定面積：0.0３ha
計 0.２０ha

内

（指定率100％）
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

地区名称：高井田－②No.３

生産緑地地区の指定面積

全体：０.２７ ha    

【報告案件】案件資料１

特定生産緑地の指定面積

昨年度までの指定面積 ：0.２１ha

+ 今年度の指定面積：0.0３ha
計 0.２４ha

内

（指定率８９％）
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

地区名称：国分市場１－⑥No.４

生産緑地地区の指定面積

全体：０.１４ ha    

【報告案件】報告資料１

特定生産緑地の指定面積

昨年度までの指定面積 ：0.０８ha

+ 今年度の指定面積：0.0６ha
計 0.１４ha

内

（指定率100％）
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

地区名称：国分市場２－⑭No.５

生産緑地地区の指定面積

全体：０.６２ ha    

【報告案件】報告資料１

特定生産緑地の指定面積

昨年度までの指定面積 ：0.５２ha

+ 今年度の指定面積：0.１０ha

内

計 0.６２ha
（指定率100％）
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

地区名称：国分東条町－⑰No.６

生産緑地地区の指定面積

全体：０.８６ ha    

【報告案件】報告資料１

特定生産緑地の指定面積

昨年度までの指定面積 ：0.７２ha

+ 今年度の指定面積：0.0６ha
計 0.７８ha

内

（指定率９１％）
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

地区名称：旭ヶ丘２－③No.７

生産緑地地区の指定面積

全体：０.０８ ha    

【報告案件】報告資料１

特定生産緑地の指定面積

昨年度までの指定面積 ：0.０７ha

+ 今年度の指定面積：0.０１ha

内

計 0.０８ha
（指定率100％）
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

地区名称：円明町－⑫No.８

生産緑地地区の指定面積

全体：０.１２ ha    

【報告案件】報告資料１

特定生産緑地の指定面積

昨年度までの指定面積 ：0.００ha

+ 今年度の指定面積：0.１２ha

内

計 0.１２ha
（指定率100％）
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令和６年度 特定生産緑地の指定について

特定生産緑地の指定状況（R６.11時点）まとめ

【報告案件】報告資料１

H４の生産緑地地区 特定生産緑地の指定

３６.０２ha ３４.３４ha
内

H5の生産緑地地区 特定生産緑地の指定

０.４３ha ０.３７ha
内

指定対象の生産緑地地区 特定生産緑地の指定

３６.９６ha ３５.２２ha
内

合 計

H６の生産緑地地区 特定生産緑地の指定

０.５１ha ０.５１ha

今回の指定

指定率
９５.３％！

15



(仮称)柏原スマートインターチェンジ整備について

都市政策課

令和６年11月２6日 [火]

令和6年度第2回柏原市都市計画審議会

1

【報告案件２】

toshiseisakuka



令和６年９月６日、国土交通省が、西名阪自動車道（藤井寺IC～香芝IC間）で

大阪府内で初めてスマートインターチェンジの新規準備段階調査（国の直
轄調査）箇所に決定。

スマートインターチェンジとは
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■スマートインターチェンジとは

スマートインターチェンジは、高速道路の本線
やサービスエリア等から乗り降りができるように
設置されるインターチェンジであり、通行可能な
車両（料金の支払い方法）を、ＥＴＣを搭載した
車両に限定しているインターチェンジです。
利用車両が限定されているため、簡易な料金所
の設置で済み、料金徴収員が不要なため、従来の
ＩＣに比べて低コストで導入できるなどのメリッ
トがあります。

柏原市では、円滑な交通の確保、救急活動や防災体制の強化に寄与すること
から、スマートインターチェンジ整備に向けて、調査・検討を実施。

国として必要性が確認できる箇所等について、箇所を
選定し、国が調査（直轄調査）を実施。



スマートインターチェンジ整備予定地

■概要
路線名：西名阪自動車道（藤井寺IC～香芝IC）
設置箇所：大阪府柏原市
運用形態：ハーフインターチェンジ（奈良行ON、大阪行OFF）

スマートIC整備予定箇所



スマートインターチェンジの整備効果
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03 円滑な交通の確保

02 防災体制の強化

01 地域産業の振興

04観光の振興

05 救急活動の支援

日本遺産「龍田古道と亀の瀬」などの史跡や観光ぶどう狩りなどへのアクセスが向上し、
観光客のさらなる集客アップに期待できる。

救急告示病院である奈良県の天理よろづ相談所病院へのアクセス性が向上し、搬送時間
の短縮に期待できる。

三郷町と連携した「かわまちづくり」、柏原市役所前の「河川空間のオープン化」など、
観光周遊ルートが形成され、観光の促進や地域連携の強化が期待できる。

交通の分散化が図られ、藤井寺IC周辺や国道２５号の渋滞緩和に期待できる。

大雨時、通行止めになる国道２５号等の代替道路になり、防災体制の強化に繋がる。
また、大阪府中部広域防災拠点へのアクセス強化に繋がる。

近隣の企業団地等から西名阪自動車道へのアクセスが向上し、生産性の向上に期待できる。
また、企業誘致や地域雇用の促進に期待できる。

06 地域連携の強化



経過

広域的検討 準備段階調査 準備会 概略検討

・ICの必要性
・周辺道路の現況確認
・周辺道路の整備方針

・社期便益及び利用交通量
・位置・構造
・周辺道路の整備計画

・令和6年9月6日 決定
・国による直轄調査

準備段階調査 準備会

・令和6年11月14日開催
・準備会の設立趣意
・SIC計画の概要



柏原市都市計画マスタープランとの整合
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第4章 地域別構造

２）国分地域の課題
〇柏原インターチェンジは、大阪方面のハーフイン
ターチェンジのため、利用者が限られています。

４）地域づくりの基本方針
〇地域産業の活性化のため、円明町の工業団地周辺に
西名阪自動車道のスマートインターチェンジの設置
を目指します。



新規事業化に向けて

実施計画書作成STEP1

地区協議会STEP２

新規事業化

スマートICの設置に向け、必要な検討・調整を行うとともに、当
該スマートIC供用後も継続して、その管理・運営形態・整備効果
などについて定期的にフォローアップを行う。

連結許可申請STEP３

社会便益、周辺道路の安全性、利用交通量、構造及び整備方法、
管理・運営方法、地元関係機関との合意、利用促進方法等の検討
結果を整理。

連結道路管理者(柏原市)が、「スマートIC実施計画書」の策定後、
関係法令に基づき連結許可申請書を提出。



恩智川（法善寺）多目的遊水地
上面整備について

令和6年11月26日（火）
スポーツ推進課

報告資料３

令和6年度 第2回柏原市都市計画審議会

報告案件３



⚫ 恩智川は寝屋川水系のひとつに属する一級河川で、恩智川（法

善寺）多目的遊水地事業は、寝屋川流域を洪水から守るため、

恩智川の洪水を一時的に貯留する施設として、平成22年度から

柏原市法善寺四丁目において整備がすすめられています。

⚫ 完成後は当該地東側の柏原市堅下北スポーツ広場と一体となっ

て、恩智川の洪水を防ぐために、溢水を一時的に溜めておく機

能を担います。

⚫ 柏原市立堅下北スポーツ広場は平成31年4月1日に供用開始し、

市民の皆様を始め、多くの団体に利用されています。

恩智川（法善寺）多目的遊水地とは
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恩智川（法善寺)多目的遊水地について



恩智川（法善寺）多目的遊水地の位置
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恩智川(法善寺)多目的遊水地

恩
智
川

法善寺駅

堅下北スポーツ広場
(H31.3.31完成)(整備中)

恩智川（法善寺)多目的遊水地について
恩智川（法善寺)多目的遊水地について



令和5年度 第2回都市計画審議会

経過
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恩智川（法善寺)多目的遊水地上面整備基本計画策定
恩智川（法善寺)多目的遊水地について

令和7年度後半

～令和９年度(予定)

令和5年5月12日 令和5年度 第1回都市計画審議会

令和5年11月24日

令和5年5月22日
～令和6年7月31日

基本設計

令和6年7月12日

～令和7年2月28日
実施設計

整備工事

単なるスポーツ施設の整備にとど

まらず、公園的な要素も取り入れ

て、心と身体の健康や多世代の市

民にとって身近に利用される場所

になること、また、多目的な利用

により賑わいの場が実現すること

を目的として基本計画（整備プラ

ン）に基づき、多目的遊水地上面

整備の基本設計を行います。

基本設計概要と事業スケ

ジュール（案）を市民の皆様

にお知らせすることを目的と

して開催しました。令和6年度 第2回都市計画審議会令和6年11月26日

令和6年10月3日 遊水地上面整備についての説明会



計画平面図
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恩智川（法善寺)多目的遊水地上面整備基本計画策定
恩智川（法善寺)多目的遊水地について



鳥瞰図(イメージ図)
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恩智川（法善寺)多目的遊水地上面整備基本計画策定
恩智川（法善寺)多目的遊水地について

全体鳥瞰図



鳥瞰図(イメージ図)
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恩智川（法善寺)多目的遊水地上面整備基本計画策定
恩智川（法善寺)多目的遊水地について

インクルーシブ遊具広場

エントランス広場



事業全体のスケジュール
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恩智川（法善寺)多目的遊水地上面整備基本計画策定
恩智川（法善寺)多目的遊水地について

完了

実施中

予定

凡例

基本

設計

実施

設計

整備

工事

R9R4 R5 R6 R7 R8

基本

計画

第2回都市計画
審議会


